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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のページで構成される画像のデータが入力されるデータ入力手段と、
　前記入力された画像のデータを記憶するための記憶手段と、
　それぞれが、前記複数のページのそれぞれのページの内容を規定する複数の描画データ
を、前記記憶された画像のデータに基いてページ毎に生成する描画データ生成手段と、
　複数の画素列で構成されると共に、外光の反射により表示面に表示する内容を電力非供
給時に保持する表示記憶性を有し、１つの前記描画データが示す１つのページの画像を表
示する反射型表示手段と、
　前記表示面の周囲に配置され、前記表示面上をそれぞれの画素列に沿って走査される光
である走査光の移動の有無を、入射する光の照度に基き検出する検出手段と、
　前記検出された走査光の移動を受け、前記反射型表示手段に表示されている１つのペー
ジの画像を、当該ページとは異なるページの画像に、前記画素列毎に順次書き換えるペー
ジ更新手段と、
を備え、
　前記検出手段は、前記表示面の周囲に互いに離れて複数配置され、
　前記表示手段に表示される画像のページを書き換える方向を、前記検出手段のそれぞれ
が１つの走査光を検出する時間差に基き、前記表示手段の平面視縦方向または横方向の何
れかの方向に決定する表示方向決定手段を更に備え、
　前記ページ更新手段は、更に、前記画像のページを前記決定された方向に従い書き換え
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ることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像表示装置において、
　前記表示面は略矩形状であると共に、
　前記検出手段は、前記矩形を構成する４つの辺の少なくとも１辺に沿ってそれぞれ配置
されることを特徴とする画像表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の画像表示装置において、
　前記検出手段は、前記矩形の一方の対向する２つの辺、および他方の対向する２つの辺
の少なくとも何れかに沿って、それぞれが互いに対向して配置されることを特徴とする画
像表示装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像表示装置において、
　前記ページ更新手段は、
　それぞれの前記検出手段が検出する１つの走査光の移動に追従して、当該走査光が通過
した前記画素列から順次書き換えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像表示装置において、
　前記ページ更新手段によりページが書き換えられたことを示す情報を出力する出力手段
を更に備えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の画像表示装置において、
　前記出力手段は、音声を出力することを特徴とする画像表示装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像表示装置において、
　前記反射型表示手段に表示する前記画像を指示すべく操作する操作手段を更に備えるこ
とを特徴とする画像表示装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の画像表示装置において、
　前記検出手段が検出する周期を決定する検出周期決定手段を更に備え、
　前記検出周期決定手段は、前記検出手段に入射する光の強度が一定の値を下回った場合
に、一方の短い周期（Ｔ１）に選択すると共に、
　前記検出手段に入射する光の強度が、前記一定の値を超えて一定の時間が経過した場合
に、他方の長い周期（Ｔ２）に選択することを特徴とする画像表示装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の画像表示装置において、
　前記反射型表示手段は、コレステリック液晶表示素子を有することを特徴とする画像表
示装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の画像表示装置において、
　前記反射型表示手段は、電気泳動式の表示素子を有することを特徴とする画像表示装置
。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の画像表示装置において、
　前記ページ更新手段は、更に、前記走査光が同一のページを繰り返し通過する回数を取
得すると共に、
　前記走査光の移動が前記取得された回数に渡り検出されるのを受けて、前記ページを書
き換えることを特徴とする画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、電子データ化された文書や写真等を表示させるドキュメントビュアのような
、電子的に記録されている画像を表示する画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１に記載された従来の画像表示システムでは、光学的に読み取り複写する
複写装置と、表示面にＳＴＮ（Ｓｕｐｅｒ　Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）型やＴＦ
Ｔ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）型の反射型液晶表示装置が用いられた
画像表示装置とが接続されて一体と成り、画像表示装置の表示面と複写装置の原稿載置面
とが対向可能に配置されたシステムが提案されている。このシステムは、表示面に画像を
表示させ、表示された画像を複写装置から斜め方向に照射される光で読み取り、読み取っ
た画像を印刷することにより、所望する画像を複写した。
【０００３】
　また、近年では、電源が供給されない状態において表示内容を記憶する反射型の記憶性
表示体を用いた画像表示装置が知られている。このような記憶性表示体としては、コレス
テリック液晶を用いた反射型液晶表示装置や、一対の電極間に液相分散媒と電気泳動粒子
とを含む電気泳動分散液が収容されて成る反射型電気泳動装置が採用され、ページ単位で
ドキュメントの画像を表示する電子ペーパ等に用いられている。
【０００４】
　コレステリック液晶を用いた反射型液晶表示装置は、表示面側からガラス、液晶層、ガ
ラス、吸収層の順に形成され、液晶層は、印加される電圧により、入射した光を反射する
白色状態、または透過状態の何れかの状態に遷移すると共に、吸収層は、黒色のインクを
含み、表示面側から入射した光を吸収するように構成されている。このような構成により
、表示面側の斜め方向から照射される光により生じる白色状態の液晶層の影は、黒色の吸
収層上に投影されるため、この影は表示面側から視認されない。また、反射型電気泳動装
置は、電気泳動粒子が略平面上に密接して並ぶため、電気泳動粒子の状態に依らず、表示
面側から照射される光による影は、視認可能な位置には生じない。
【０００５】
　このような記憶性表示体を用いた画像表示装置に表示された複数ページから成る画像を
、ページ毎に光学的に読み取り複写する方法としては、ユーザが画像表示装置を操作して
所望するページの画像を都度表示させた後、記憶性表示体の表示面と、光学的に読み取り
複写する複写装置の原稿載置面とを対向させ、ユーザがこの複写装置をページ毎に操作す
ることで所望する画像を複写した。
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－３４７５３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前記の公報に開示された提案は、ＳＴＮ型やＴＦＴ型の反射型液晶表示装置が用いられ
ているが、これらの反射型液晶表示装置の液晶層は、それぞれの画素に対応したシャッタ
ーとして機能するため、複写装置により斜め方向から照射された光は、液晶層の遮光する
領域により影が生じ、この影は反射面に黒く映ることから、複写装置が読み取る画像の輪
郭が曖昧になり、読み取られた画像の解像度が元の画像に比べて低下した。また、記憶性
表示体を用いた画像表示装置に表示された複数のページから成る画像を複写する場合、ユ
ーザは、１つのページの複写が終了するのを待って、次のページを表示させるべく画像表
示装置を操作する必要があることに加え、記憶性表示体は、ＳＴＮ型やＴＦＴ型のような
液晶表示体に比べ書き換え速度が遅いため、大量のページを有するドキュメントを複写す
るのに、多くの手間と時間を要した。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　上記した課題を解決するために、本発明の画像表示装置は、複数のページで構成される
画像のデータが入力されるデータ入力手段と、前記入力された画像のデータを記憶するた
めの記憶手段と、それぞれが、前記複数のページのそれぞれのページの内容を規定する複
数の描画データを、前記記憶された画像のデータに基いてページ毎に生成する描画データ
生成手段と、複数の画素列で構成されると共に、外光の反射により表示面に表示する内容
を電力非供給時に保持する表示記憶性を有し、１つの前記描画データが示す１つのページ
の画像を表示する反射型表示手段と、前記表示面の周囲に配置され、前記表示面上をそれ
ぞれの画素列に沿って走査される光である走査光の移動の有無を、入射する光の照度に基
き検出する検出手段と、前記検出された走査光の移動を受け、前記反射型表示手段に表示
されている１つのページの画像を、当該ページとは異なるページの画像に、前記画素列毎
に順次書き換えるページ更新手段と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　この発明によれば、入力されて記憶された複数のページから成る画像のデータから、ペ
ージ単位の描画データが生成され、この描画データが示す画像を、表示記憶性を有する反
射型表示手段にページ単位で表示すると共に、表示した画像を光学的に読み取るべく画素
列に沿って走査される光である走査光の移動の有無を検出手段が検出し、検出した走査光
の移動を受け、表示されている画像のページとは異なるページの画像にページ更新手段が
画素列毎に順次書き換える。従って、ユーザは、１つのページ全体の走査光による読み取
りの終了を待ち、次のページを捲る操作が不要になることから、複数のページから成る画
像を読み取るための手間と時間が省けることに加え、表示記憶性を有する反射型表示手段
は、表示面に向けて照射される光による影が反射型表示手段の内部に発生しないことから
、光の走査により表示解像度が低下すること無く、表示された画像を鮮明に読み取れる。
【００１０】
　本発明の画像表示装置では、前記検出手段は、前記表示面の近傍に１つ配置される場合
と、前記表示面の周囲に互いに離れて複数配置される場合が考えられる。検出手段が表示
面の近傍に１つ配置される場合は、検出手段の実装や信号処理が容易になり、製作コスト
を抑えることができる。また、表示面の周囲に互いに離れて複数配置される場合は、走査
光の移動を検出する精度が向上する。
【００１１】
　本発明の画像表示装置は、前記表示面は略矩形状であると共に、前記検出手段は、前記
矩形を構成する４つの辺の少なくとも１辺に沿ってそれぞれ配置されても良い。また、本
発明の画像表示装置では、前記検出手段は、前記矩形の一方の対向する２つの辺、および
他方の対向する２つの辺の少なくとも何れかに沿って、それぞれが互いに対向して配置さ
れても良い。
【００１２】
　本発明の画像表示装置では、前記ページ更新手段は、それぞれの前記検出手段が検出す
る１つの走査光の移動に追従して、当該走査光が通過した前記画素列から順次書き換える
ことが好ましい。
【００１３】
　この発明によれば、複数配置された検出手段により１つの走査光の移動を検出するため
、前記走査光の移動を詳細に検出できることに加え、この走査光の移動に追従して走査光
が通過した画素列から画像のページを順次書き換えるので、応答速度の遅い反射型表示手
段であっても、走査光の移動開始からページの書き換え終了までに要する時間を短縮でき
る。
【００１４】
　本発明の画像表示装置は、前記表示手段に表示される画像のページを書き換える方向を
、前記検出手段のそれぞれが１つの走査光を検出する時間差に基き、前記表示手段の平面
視縦方向または横方向の何れかの方向に決定する表示方向決定手段を更に備え、前記ペー
ジ更新手段は、更に、前記画像のページを前記決定された方向に従い書き換えることが好
ましい。
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【００１５】
　この発明によれば、走査光を複数の検出手段のそれぞれが検出する時間差から、光の移
動方向を認識してページ書き換え方向を決定するため、走査光が移動する方向に合わせて
ページを書き換えることができる。
【００１６】
　本発明の画像表示装置は、前記ページ更新手段によりページが書き換えられたことを示
す情報を出力する出力手段を更に備えることが好ましい。また、前記出力手段は、音声を
出力しても良い。
【００１７】
　この発明によれば、ページの書き換え終了の情報を、ユーザに対して音声等により知ら
せることができる。
【００１８】
　本発明の画像表示装置は、前記反射型表示手段に表示する前記画像を指示すべく操作す
る操作手段を更に備えることが好ましい。
【００１９】
　この発明によれば、ユーザは、反射型表示手段に表示される画像に関して、操作手段を
介し指示できる。
【００２０】
　本発明の画像表示装置は、前記検出手段が検出する周期を決定する検出周期決定手段を
更に備え、前記検出周期決定手段は、前記検出手段に入射する光の強度が一定の値を下回
った場合に、一方の短い周期（Ｔ１）に選択すると共に、前記検出手段に入射する光の強
度が、前記一定の値を超えて一定の時間が経過した場合に、他方の長い周期（Ｔ２）に選
択することが好ましい。
【００２１】
　この発明によれば、検出手段に入射する光の強度や、光が入射してからの経過時間に応
じて、検出手段が検出する周期を決定することから、状況に応じた検出動作が可能になる
ため、画像表示装置が消費する電力を削減できる。
【００２２】
　本発明の画像表示装置では、前記反射型表示手段は、コレステリック液晶表示素子を有
しても良く、また、電気泳動式の表示素子を有しても良い。
【００２３】
　本発明の画像表示装置では、前記ページ更新手段は、更に、前記走査光が同一のページ
を繰り返し通過する回数を取得すると共に、前記走査光の移動が前記取得された回数に渡
り検出されるのを受けて、前記ページを書き換えることが好ましい。
【００２４】
　この発明によれば、反射型表示手段に表示された１つのページの画像を走査光が所定の
回数通過するのを待って、次のページに書き換えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、画像表示装置の一例として、電子的に記録された文書の内容を表示する電子携帯
端末を用いて説明する。
（実施形態）
【００２６】
　図１は、本発明の実施形態に係る電子携帯端末１００の外観上の構成を示す外観構成図
である。電子携帯端末１００は外観視厚板状であり、表面には、文字や図形を含む電子文
書等の画像をページ単位で表示する矩形状の表示媒体８０と、この表示媒体８０の周囲に
配置された光センサ（１２２Ａ～１２２Ｌ）と、表示する電子文書のページや、表示形態
の選択等を行う操作ボタン１２０とが備わる。また、電子携帯端末１００の長手方向の一
方の側面には、スピーカを具備して音声を出力する音声出力装置１２１が配置され、短手
方向の一方の側面には、記録メディア９０（図２）に記憶された電子文書等の画像のデー
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タを読み込むメディアドライブ１１６が配置される。この表示媒体８０は、表示面に表示
される内容が電力非供給時においても保持される表示記憶性を有し、表示する電子文書の
ページが捲られた場合は、表示媒体８０の一方の側から、次に表示するページの画像を画
素列毎に順次書き換えて表示内容を更新する。このような構成により、使用者は、所望す
る画像のデータをメディアドライブ１１６から読み込んで表示媒体８０に表示させること
が可能であり、この表示媒体８０に表示された画像は、電子携帯端末１００の電源が切ら
れた状態においても表示が維持される。
【００２７】
　また、この電子携帯端末１００の表示媒体８０に表示された電子文書の画像を光学的に
読み取る場合、使用者は、スキャナや複写装置のように光学的に読み取る電子読み取り装
置を起動させた後、電子携帯端末１００の表示媒体８０の表示面を電子読み取り装置の原
稿載置面に対向させ、電子読み取り装置の読み取り機能を起動させる。ここで電子文書が
複数のページで構成されている場合、電子携帯端末１００は、電子読み取り装置から発せ
られる光の走査を光センサ（１２２Ａ～１２２Ｌ）が感知し、表示されたページの複写を
検出すると共に、表示媒体８０に表示するページを順次更新した場合、およびページの最
後まで更新した場合、音声出力装置１２１から音声を発する機能を具備する。このような
機能についての詳細は、後述する。
【００２８】
　図２は、この電子携帯端末１００のハードウェアの構成を示す図である。この電子携帯
端末１００のハードウェアは、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉ
ｔ）１１０と、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１１１と、ＲＡＭ（Ｒａｎ
ｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１１２と、フラッシュメモリ１１３と、ディスプ
レイコントローラ１１４と、ＶＲＡＭ（Ｖｉｄｅｏ　ＲＡＭ）１１５と、メディアドライ
ブ１１６と、操作入力インターフェイス１１７と、信号入力インターフェイス１１８と、
音声出力インターフェイス１１９とを備える。また、これらのハードウェア資源は、バス
１２３で互いに接続されている。
【００２９】
　ＣＰＵ１１０は、ＲＯＭ１１１に格納されているプログラムを必要に応じて読み出し、
当該読み出したプログラムをＲＡＭ１１２に展開して記憶する。そしてＣＰＵ１１０は、
ＲＡＭ１１２に展開されているプログラムを、必要に応じて読み出し実行することにより
、電子携帯端末１００の各ハードウェア資源を制御するように構成されている。
【００３０】
　ディスプレイコントローラ１１４は、ＣＰＵ１１０からの指示に従って、ＶＲＡＭ１１
５に格納されたデータを、表示媒体８０に表示させる。この表示媒体８０は、外光の反射
により画像を表示すると共に、前記したような表示記憶性を有する表示素子であり、具体
的には、コレステリック液晶表示素子や、電気泳動式の表示素子を採用できる。
【００３１】
　フラッシュメモリ１１３は、ＣＰＵ１１０からの指示に従って、データを記憶すると共
に、記憶されたデータは、電力非供給時においても保持される。
【００３２】
　メディアドライブ１１６は、記録メディア９０の情報の読み出し、書き込みを行う装置
であり、記録メディア９０としては、例えばコンパクトフラッシュ（登録商標）などを採
用できる。
【００３３】
　操作入力インターフェイス１１７には、操作ボタン１２０が接続され、押下された操作
ボタン１２０に対応した操作指示が電気信号に変換されて伝えられる。
【００３４】
　信号入力インターフェイス１１８には、光センサ１２２が接続され、光センサ１２２か
らの出力信号をデジタル化して所定の電気信号に変換して伝える。尚、この光センサ１２
２は、例えば、フォトトランジスタのように、入射する光の単位面積当たりの強度（照度
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）に応じた電流の信号を出力する機能を有し、本実施形態では、この光センサ１２２が表
示媒体８０の表示面の周囲に複数配置されている。より詳細には、複数の光センサ１２２
は、矩形状の表示媒体８０の一方の対向する２つの辺、および他方の対向する２つの辺に
沿って互いに対向してそれぞれ配置されているが、このような様態には限定されず、表示
媒体８０の矩形を構成する４つの辺の少なくとも１辺に沿ってそれぞれ配置されても良く
、また、光センサ１２２は、表示媒体８０の近傍に１つだけ配置されても良い。
【００３５】
　音声出力インターフェイス１１９には、音声出力装置１２１が接続される。この音声出
力装置１２１は、音声出力インターフェイス１１９を介して入力する音声出力指示に応じ
て、音声出力装置１２１からブザー音やボイスメッセージ等を発生させる。
【００３６】
　図３は、この電子携帯端末１００の機能構成を示す図である。電子携帯端末１００は、
データ入力手段１０と、記憶手段１５と、描画データ生成手段２０と、反射型表示手段２
５と、操作手段３０と、更新方向決定手段３５と、ページ更新手段４０と、音声出力手段
４５と、検出手段５０と、検出周期決定手段５５とを備える。
【００３７】
　データ入力手段１０は、複数のページで構成される画像のデータが入力される。データ
入力手段１０から入力された画像のデータは、記憶手段１５に送られる。尚、本実施形態
では、データ入力手段１０は、記録メディア９０からのメディアドライブ１１６を介した
入力を想定しているが、このような方法には限定されず、通信やネットワークを介して入
力しても良い。
【００３８】
　記憶手段１５は、フラッシュメモリ１１３のように、データ入力手段１０から入力され
た画像のデータを記憶する。
【００３９】
　描画データ生成手段２０は、記憶手段１５に記憶された画像のデータの中から、操作手
段３０やページ更新手段４０からの指示に従い、指示されたページの画像描画データを生
成する。この画像描画データが示す画像は、反射型表示手段２５で表示可能であり、ここ
で生成された描画データは、反射型表示手段２５に送られる。更に、描画データ生成手段
２０は、生成した描画データを反射型表示手段２５に送付したことを示す情報を生成し、
この情報を音声出力手段４５に送る。
【００４０】
　反射型表示手段２５は、前記した表示媒体８０のように、複数の画素列で構成されると
共に、外光の反射により表示面に表示される内容が電力非供給時に保持される表示記憶性
を有し、描画データ生成手段２０から送られる描画データを表示する機能を備える。
【００４１】
　操作手段３０は、操作ボタン１２０のように、ユーザが反射型表示手段２５に表示する
画像の指示や、種々の機能を指示すべく操作される。また、この操作手段３０を介して、
電子読み取り装置を適用した複写装置の機能や複写する方法に応じた設定が可能であり、
例えば、複写する部数毎に走査を繰返すような複写装置を用いて複数部の複写を行う場合
、操作手段３０から所望する部数を設定できる。
【００４２】
　検出手段５０は、反射型表示手段２５の表示面の周囲に配置され、表示面上を画素列に
沿って走査される光の移動の有無を、入射する光の照度に基き検出する機能を備える。具
体的には、光センサ１２２を介して入射する光の照度を取得すると共に、取得した光の照
度が所定の値Ｌ２（図５）を超えた場合、反射型表示手段２５の表示面に表示された画像
を光学的に読み取るべく走査される光であると判定して、この光の移動を検出する。ここ
で、検出された走査光の移動に関する情報は、ページ更新手段４０に送られる。更に、表
示媒体８０の表示面の周囲に複数配置された光センサ１２２のそれぞれが走査光を検出し
、検出した時間差に関する情報は、更新方向決定手段３５に送られる。
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【００４３】
　更新方向決定手段３５は、検出手段５０から送られる検出した時間差に関する情報と最
初に検出した光センサ１２２の配置位置から、走査光の移動方向を判定すると共に、この
移動方向に基き、ページ更新手段４０でページを書き換える方向を、反射型表示手段２５
の平面視縦方向または横方向の何れかの方向に決定する。ここで、決定された方向に関す
る情報は、ページ更新手段４０に送られる。
【００４４】
　ページ更新手段４０は、検出手段５０で検出された走査光の移動を受け、反射型表示手
段２５に表示する画像を画素列毎に順次書き換える機能を備える。具体的には、ページ更
新手段４０は、検出手段５０から送られる走査光の移動に関する情報に基き、複数の光セ
ンサ１２２のそれぞれで分割した領域の中から、走査光が既に通過した領域を特定すると
共に、更新方向決定手段３５から送られる書き換え方向に関する情報に従い、書き換える
開始位置から走査光が通過した領域までの表示を、現在画像が表示されているページとは
異なるページの画像に書き換えさせるべく、描画データ生成手段２０に指示を送る。
【００４５】
　また、部数毎に光の走査を繰返すような複写装置を用いた複数部の複写を操作手段３０
で設定された場合、このページ更新手段は、操作手段３０から同一のページを繰り返し走
査する回数を取得すると共に、取得した回数の走査を検出手段５０が検出したのを受けて
、次のページに書き換える。尚、このページ更新手段４０により書き換えられるページの
順序、即ち、昇順か降順かは、予め操作手段３０等で設定された何れかの順序に従い書き
換えられる。更に、ページ更新手段４０は、現在のページと連続したページに更新する機
能に限定されず、予め操作手段３０等から指示することにより、更新するページを離散的
に指定しても良い。
【００４６】
　検出周期決定手段５５は、検出手段５０に対して光の照度を測定する周期を決定する。
具体的には、検出周期決定手段５５は、検出手段５０が検出した走査光や、その他の外部
から入射した光に応じて周期を決定し、検出手段５０は決定された周期に従い光の照度を
測定する。検出する周期を決定する手順については、後述する。
【００４７】
　上記したこれらの各機能部は、前記したハードウェア資源と、ＲＯＭ１１１やフラッシ
ュメモリ１１３などに記憶されたソフトウェアとが有機的に協働することにより、それぞ
れの機能を実現している。
【００４８】
　図４は、電子携帯端末１００に記憶された複数のページから成る画像が、電子読み取り
装置の光の走査により光学的に読み取られる処理の流れを説明するフローチャートであり
、この図を参照して説明する。尚、説明および理解をより容易にすべく、図５の各光セン
サ１２２の照度出力を示す図も参照して説明する。
【００４９】
　最初に、ユーザは、電子携帯端末１００を起動させる。この電子携帯端末１００は、起
動されると、全ての光センサ１２２Ａ～１２２Ｌ（図５）が照度の検出を開始する（ステ
ップＳ１４０）。ユーザは、この電子携帯端末１００を通常の環境下で使用するため、こ
れらの光センサ１２２Ａ～１２２Ｌには、外部からほぼ同じ照度の光が入射する。具体的
には、これらの光センサ１２２Ａ～１２２Ｌは、一方の照度値（Ｌ１）を越え、他方の照
度値（Ｌ２）を越えない範囲の照度値を検出する。尚、本実施形態では、電子携帯端末１
００の起動直後は、表示媒体８０の周囲に配置された光センサ１２２の中から、予め決め
られた所定の光センサ１２２Ｉの照度値に基き、検出周期決定手段５５が周期を決定する
ように構成されている。従って、所定の光センサ１２２Ｉが検出する照度値に基き、検出
周期決定手段５５は、通常モードとして規定された低速サンプリング周期（ＴＬ）を検出
周期として決定する（ステップＳ１５０）。尚、周期を決定する光センサ１２２は、特定
の１つに限定するものでは無く、例えば、全ての光センサ１２２からの出力値の平均値を
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求めても良い。
【００５０】
　続いて、全ての光センサ１２２は、１秒に１回程度の予め設定された低速サンプリング
周期（ＴＬ）で照度の検出を行い、所定の光センサ１２２Ｉは照度検出の都度、一方の照
度値（Ｌ１）を越えたか、否かを判定する（ステップＳ１５２）。ここで、所定の光セン
サ１２２Ｉが検出した光の照度が一方の照度値（Ｌ１）以上の場合（ステップＳ１５２で
Ｎｏ）、検出周期決定手段５５が通常モードとして規定された低速サンプリング周期（Ｔ
Ｌ）を検出周期として決定する工程（ステップＳ１５０）に戻り、光センサ１２２は、低
速サンプリング周期（ＴＬ）で光の検出を続ける。他方で、所定の光センサ１２２Ｉが検
出した光の照度が一方の照度値（Ｌ１）を越えない状態の場合（ステップＳ１５２でＹｅ
ｓ）、具体的には、ユーザが、操作ボタン１２０を操作して、複数のページで構成される
画像の中から複写する最初のページを表示媒体８０に表示させた後、表示されたページを
読み取るべく、表示媒体８０の表示面が電子読み取り装置の原稿載置面と対向するように
セットされ、それぞれの光センサ１２２に入射する光が遮断されたような状態の場合、走
査する光の検出結果がリセットされ、光学走査フラグは、未検出であることを示すＯＦＦ
にセットされる（ステップＳ１５４）。
【００５１】
　続いて、検出周期決定手段５５は、読み取り待機モードとして規定された高速サンプリ
ング周期（ＴＨ）を検出周期として決定し（ステップＳ１５６）、全ての光センサ１２２
は、０．１秒に１回程度の予め設定された高速サンプリング周期（ＴＨ）で照度の検出を
行う。
【００５２】
　次に、所定の光センサ１２２Ｉは、照度検出の都度、検出した照度が一方の照度値（Ｌ
１）以上か、否かを判定する（ステップＳ１５８）。ここで、所定の光センサ１２２Ｉが
検出した光の照度が一方の照度値（Ｌ１）以上の場合（ステップＳ１５８でＹｅｓ）、検
出した光の照度が一方の照度値（Ｌ１）以上の状態は、一定時間以上継続したか、否かが
判定される（ステップＳ１６０）。判定の結果、一定時間以上継続した状態の場合（ステ
ップＳ１６０でＹｅｓ）、表示媒体８０の表示面が電子読み取り装置の原稿載置面と対向
した状態が解除されたと判断され、検出周期を通常モードに設定する工程（ステップＳ１
５０）に戻る。
【００５３】
　また、判定の結果、一定時間以上継続しない状態の場合（ステップＳ１６０でＮｏ）、
何れかの光センサ１２２が検出した照度が他方の照度値（Ｌ２）を越えているか、否か判
定される（ステップＳ１６４）。ここで、照度が他方の照度値（Ｌ２）を越えている場合
（ステップＳ１６４でＹｅｓ）、光学走査フラグは、電子携帯端末１００が走査する光を
検出したことを示すＯＮにセットされた（ステップＳ１６８）後、高速サンプリング周期
（ＴＨ）を検出周期として決定する工程（ステップＳ１５６）に戻る。また、照度が他方
の照度値（Ｌ２）を越えていない場合（ステップＳ１６４でＮｏ）、走査光は未検出であ
ると判定し、高速サンプリング周期（ＴＨ）を検出周期として決定する工程（ステップＳ
１５６）に戻る。
【００５４】
　他方で、所定の光センサ１２２Ｉが検出した照度が一方の照度値（Ｌ１）以上か、否か
を判定する工程（ステップＳ１５８）において、所定の光センサ１２２Ｉが検出した光の
照度が一方の照度値（Ｌ１）未満の場合（ステップＳ１５８でＮｏ）、走査光の検出を示
す光学走査フラグがＯＮであるか、否か判定される（ステップＳ１６２）。ここで、光学
走査フラグがＯＦＦである場合（ステップＳ１６２でＮｏ）、高速サンプリング周期（Ｔ
Ｈ）を検出周期として決定する工程（ステップＳ１５６）に戻る。また、光学走査フラグ
がＯＮである場合（ステップＳ１６２でＹｅｓ）、即ち、走査光を検出済みである場合、
ページ更新手段４０によりページが更新される（ステップＳ１６６）。
【００５５】
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　ここで、図６は、ページが更新される処理の流れを説明するフローチャートであり、ペ
ージが更新される工程について図６と図５を参照して説明する。
【００５６】
　最初に、この処理が実行されると、表示媒体８０の表示面の縦方向または横方向に並ぶ
それぞれの光センサ１２２の照度が、共にＬ２を越えているか、否か判定される（ステッ
プＳ２００）。ここで、縦方向または横方向に並ぶ光センサ１２２の照度が共にＬ２を越
えている場合（ステップＳ２００でＹｅｓ）、照度がＬ２を越えた光センサ１２２に関す
る情報に基き、更新方向決定手段３５によりページを更新する方向が決定され（ステップ
Ｓ２０２）、表示媒体８０の表示面の全ての領域のページが更新されたか、否か判定され
る工程（ステップＳ２０６）に進む。ページの更新方向は、例えば、表示媒体８０の表示
面より上方に配置された光センサ（１２２Ｊ，１２２Ｋ，１２２Ｌ）の照度が、起動から
ｔ０後においてＬ２を越えた場合、更新方向決定手段３５は、走査光が表示面の上方から
下方に移動して走査されると判断し、ページを上方から下方に更新するべく更新方向を決
定する。尚、走査光が表示媒体８０を走査する場合、表示面の走査が開始される前には、
更新方向決定手段３５によりページを更新する方向が決定される工程（ステップＳ２０２
）が必ず実行され、更新方向が決定される。
【００５７】
　他方で、縦方向および横方向に並ぶ光センサ１２２の照度が何れもＬ２を越えていない
場合（ステップＳ２００でＮｏ）、ページ更新手段４０は、表示面が光により走査されて
いる途中であると判断して、ページ更新が開始された領域から、照度がＬ２を越えた光セ
ンサ１２２までの領域のページ更新を描画データ生成手段２０に指示する（ステップＳ２
０４）。例えば、表示面の上方に配置された光センサ（１２２Ａ，１２２Ｉ）の照度が、
起動からｔ１後においてＬ２を越えた場合、ページ更新手段４０は、これらの光センサ（
１２２Ａ，１２２Ｉ）より以前に走査された領域（Ｓ１）の表示更新を指示する。
【００５８】
　続いて、表示媒体８０の表示面の全ての領域のページが更新されたか、否か判定される
（ステップＳ２０６）。ここで、全ての領域のページが更新された場合（ステップＳ２０
６でＹｅｓ）、この処理は終了して、図４の次の工程（ステップＳ１７０）に戻る。他方
で、全ての領域のページ更新が完了していない場合（ステップＳ２０６でＮｏ）、ページ
を更新する方向に隣接する光センサ１２２を照度検出対象とする（ステップＳ２０８）。
具体的には、照度がＬ２を越えた光センサ（１２２Ａ，１２２Ｉ）よりもページが更新さ
れる方向にある光センサ（１２２Ｂ，１２２Ｈ）を検出対象とする。
【００５９】
　続いて、検出対象の光センサ（１２２Ｂ，１２２Ｈ）が高速サンプリング周期（ＴＨ）
で照度を検出し（ステップＳ２１０）、検出された照度が他方の照度値（Ｌ２）を越えて
いるか、否か判定される（ステップＳ２１２）。ここで、照度が他方の照度値（Ｌ２）を
越えていない場合（ステップＳ２１２でＮｏ）、光センサ（１２２Ｂ，１２２Ｈ）が高速
サンプリング周期（ＴＨ）で照度を検出する工程（ステップＳ２１０）に戻る。他方で、
照度が他方の照度値（Ｌ２）を越えた場合（ステップＳ２１２でＹｅｓ）、具体的には、
現在検出対象である光センサ（１２２Ｂ，１２２Ｈ）の照度が、起動からｔ２後において
Ｌ２を越えた場合、検出対象の光センサ１２２までの領域のページを更新する工程（ステ
ップＳ２０４）に戻り、前回検出対象である光センサ（１２２Ａ，１２２Ｉ）から、現在
検出対象である光センサ（１２２Ｂ，１２２Ｈ）までの領域（Ｓ２）のページ更新が、ペ
ージ更新手段４０から指示される。以下、同様にして、起動からｔ３後において光センサ
（１２２Ｃ，１２２Ｇ）までの領域（Ｓ３）、および、起動からｔ４後において光センサ
（１２２Ｄ，１２２Ｅ，１２２Ｆ）までの領域（Ｓ４）が、順次ページ更新手段４０から
の指示により更新される。このようにして、表示媒体８０の表示面に表示された１ページ
の画像上を、光の走査が一定の方向に移動すると共に、この走査の移動に追従して、表示
面は、次のページの画像に書き換えられる。
【００６０】
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　ここで、図４に戻り、ページ更新処理（ステップＳ１６６）に続いて、ページが更新さ
れたことをユーザに教えるべく、音声出力装置１２１からブザーが鳴り（ステップＳ１６
９）、複数のページの最後のページまで更新されたか、否か判定される（ステップＳ１７
０）。ここで、ページの最後まで更新された場合（ステップＳ１７０でＹｅｓ）、ページ
の最後まで更新されたことをユーザに教えるべく、音声出力装置１２１から長い時間に渡
りブザーが鳴る（ステップＳ１７２）。その後、高速サンプリング周期（ＴＨ）を検出周
期として決定する工程（ステップＳ１５６）に戻る。
【００６１】
　他方で、ページの最後まで更新されていない場合（ステップＳ１７０でＮｏ）、光学走
査フラグをＯＦＦにする工程（ステップＳ１７４）に進む。ここでは、走査光の検出結果
がリセットされ、光学走査フラグは、未検出であることを示すＯＦＦにセットされる。続
いて、全ての光センサ１２２Ａ～１２２Ｌが照度の検出を開始（ステップＳ１７６）し、
高速サンプリング周期（ＴＨ）を検出周期として決定する工程（ステップＳ１５６）に戻
る。
【００６２】
　上述した処理により、電子携帯端末１００に記憶された複数のページから成る画像は、
電子読み取り装置から発せられる光により走査される度に、走査された領域から順に次の
ページに書き換えられブザーにより告知され、ページの最後まで順次ページが更新される
。更に、ユーザは、ページが最後まで更新されたことをブザーにより知ることができる。
【００６３】
　以上、本発明を図示した実施形態に基づいて説明したが、本発明は、本実施形態に限定
されるものではなく、以下に述べるような変形例も想定できる。
　（１）電子読み取り装置の読み取り方法等の設定は、ユーザが操作手段３０を介して入
力したが、電子携帯端末１００と電子読み取り装置とを無線通信等により接続して、種々
の情報を授受すると共に、電子読み取り装置は、受信した情報に基いて読み取り方法等を
設定しても良い。
　（２）検出手段５０により走査光の移動を検出して、光が通過した領域の表示を更新す
ることに加え、近々走査される領域を推定して、この領域で表示される画像に対して、コ
ントラストを強調させる等の光学的な読み取りに適した表示を行っても良い。
　（３）反射型表示手段２５の書き換え動作が、複写装置の読み取り走査よりも速い場合
、書き換え動作が走査光を追い越さないように、書き換え速度制御手段として適用しても
良い。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の実施形態に係る電子携帯端末の外観上の構成を示す外観構成図。
【図２】本発明の実施形態に係る電子携帯端末のハードウェアの構成を示す図。
【図３】本発明の実施形態に係る電子携帯端末の機能構成を示す図。
【図４】本発明の実施形態に係る電子携帯端末に記憶された画像が、電子読み取り装置に
より光学的に読み取られる処理の流れを説明するフローチャート。
【図５】各光センサの照度出力を示す図。
【図６】表示されるページの更新処理の流れを説明するフローチャート。
【符号の説明】
【００６５】
　１０…データ入力手段、１５…記憶手段、２０…描画データ生成手段、２５…反射型表
示手段、３０…操作手段、３５…更新方向決定手段、４０…ページ更新手段、４５…音声
出力手段、５０…検出手段、５５…検出周期決定手段、８０…表示媒体、９０…記録メデ
ィア、１００…電子携帯端末、１１０…ＣＰＵ、１１１…ＲＯＭ、１１２…ＲＡＭ、１１
３…フラッシュメモリ、１１４…ディスプレイコントローラ、１１５…ＶＲＡＭ、１１６
…メディアドライブ、１１７…操作入力インターフェイス、１１８…信号入力インターフ
ェイス、１１９…音声出力インターフェイス、１２０…操作ボタン、１２１…音声出力装
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置、１２２…光センサ、１２３…バス。

【図１】 【図２】
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